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150th Anniversary 

 

 

ノースマホ・ノーゲームデーご協力ありがとうございました 

今回の取組に関する，校内アンケートの結果です。 

 

 

 

 多くの児童が持っていることが分かります。 

 

 

 

 

 割合が低いのは，期間中でなくとも日ごろから話し合っているためとも考えられますが，正直，少

ないと思っています。この取り組みは市教委と PTA連合による取組ですので，保護者の皆様も関心

を持っていただきたいことです。スマホやゲーム機は，残念ながら「与えっぱなし」でも大丈夫なおも

ちゃではありません。フィルタリングなどをして安全対策をしていても，今では，フィルタリングやセキ

ュリティをはずす悪質なアプリも出回っていますので，過信や油断は禁物です。 

 特に，スマートフォンやゲームの「依存に陥りやすいこと」や「犯罪に巻き込まれる恐れがあること」

の二つについては，常に話し合い，気にかけるようにしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 学年によってばらつきはありますが，残念ながら６年生に関しては，意識して使わなかった児童が

少ないです。正直に，少しでも見てしまった・やってしまったから使ったと答えたというのであればよ

いのですが，「見ないと気になる」「無意識に見てしまう」などとなってしまっていないか心配です。 
  

「うちでは、子どもたちのテクノロジーの使用に制限をつけている。」 

これは、iPhoneや iPadを開発したアップル創業者の一人、スティーブ・ジョブズの言葉です。 

時間的な制限だけでなく、手元に置かないという物理的な制限もしていたそうです。 

 「私の子どもたちには、14歳になるまでスマホは持たせなかった。」 

これは、パソコンの OS・Windowsの生みの親である、ビル・ゲイツの言葉です。 

スマーフトォンなど最先端のテクノロジーを生み出し、そのすべてを知り、危険性も十分知っている

彼らの言葉に今一度耳を傾けてみてはどうでしょうか。 

 

スマホやゲーム依存については、 

学校通信の第 11号（8／２２付け）でも 

話題にしておりますので、ご覧ください。 

        

 

     

    令和６年度 第２２号 

     ２０２４．１１．１４ 

教 「夢いっぱい 友だちいっぱい 清央小」 

育 ・自ら学び工夫する子ども    （考 え る） 

目 ・元気でがんばる子ども     （鍛 え る） 

標 ・礼儀正しく思いやりのある子ども（思いやる） 

◆ 予告 ◆ 

 学校マネジメント保護者アンケート 

「目指せ！ 

回答率７０％キャンペーン！」 

１１／２１～１２／１１ 


